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株式会社ＰＲＥＭＥＤＩＣＯとの業務提携に関するお知らせ 

（歯髄組織・細胞を用いた再生医療等事業への参入） 

 

当社は、平成25年６月６日開催の取締役会において、学校法人総持学園 鶴見大学（神奈

川）との産学連携により歯髄組織・細胞を用いた再生医療等の研究を行う株式会社ＰＲＥ

ＭＥＤＩＣＯ（東京都千代田区、代表取締役：大川 勝氏・五味 隆介氏、以下「ＰＭ社」

という。）との間で、業務提携契約を締結することを決議しましたので、下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．業務提携の理由 

当社グループは、「高い倫理性と責任のもと、医療現場の支援を通じて、医療の発展に貢

献します。」を企業理念に掲げ、長期ビジョンである「綜合医療サービス支援企業」への実

現に向け、ＳＭＯ（治験施設支援機関）事業及びその他周辺事業の規模拡大と、新規事業

の立ち上げに取り組んでおります。 

ＰＭ社は、平成 23 年９月に設立され、学校法人総持学園 鶴見大学（神奈川）との産学

連携により歯髄組織・細胞を用いた再生医療等の研究・開発を行っております。また、特

定保健用食品、機能性食品医療品等の研究・開発に関する安全性、機能性、有効性などを

検証する受託研究業務を提供しております。 

現在、再生医療分野は、様々な方面からその有用性が期待され、実用化に向けた研究が

行われており、また国家成長戦略の中心分野として政策の後押しが加速されております。

このような状況の中、当社は、歯髄組織・細胞を用いた再生医療等の研究を行っているＰ

Ｍ社との調査・研究の協力関係を構築し、共同で歯髄組織・細胞を用いた再生医療等に関

連する研究及び事業化の検討を行っていくために業務提携をすることとしました。 

 

（参考）歯髄組織由来細胞による再生医療（歯髄組織・細胞の有用性） 

歯の神経である歯髄組織から採取される細胞は、歯 硬組織の中心に位置し、外的

環境から直接暴露される可能性が少なく、外的要因などで遺伝子の損傷が起こり難い

ことから再生医療に理想的な細胞と期待されております。既に近年の研究により歯髄
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組織由来細胞から iPS 細胞の樹立に成功し、その作製効率が極めて高いこと等が確認

されております。また、歯髄組織由来細胞自体が増殖し分化可能であり、再生が期待

できる組織には骨、神経、歯 組織等が挙げられ、再生医療への実用化が期待できる

領域には、整形外科領域（骨折等の骨修復等）及び神経疾患領域（脊髄損傷等）、歯科

領域（歯周組織や顎骨の再建）などが想定されます。現時点では、iPS 細胞は樹立や分

化に時間がかかり、移植後にガン化する可能性も払拭されていない等のことから、抜

去した歯 に含まれる歯髄組織由来細胞は再生医療の実用化に向け有用な細胞である

可能性が高いと期待されております。 

また、iPS 細胞の応用範囲は、創薬における安全性・薬効評価試験、さらにヒト疾患

モデル細胞の創出などの分野へも応用可能であり、歯髄組織由来の細胞から効率よく

良質な iPS 細胞が確保されれば、これを用いて再生医療や難知疾患、創薬などの研究

を飛躍的に進展できる可能性があると考えられております。 

 

２．業務提携の内容 

次に掲げる事業分野において、当社は事業化の検討を行い、ＰＭ社はこれを支援するた

め、当該事業における開発技術及び展望等に係る調査を行い、事業化に必要なノウハウを

提供します。 

（１）組織・細胞の長期保存に関する事業 

（２）再生医療及び細胞治療技術の開発・販売に関する事業 

（３）再生医療機器等製品の開発・製造・販売に関する事業 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社ＰＲＥＭＥＤＩＣＯ 

（２） 所 在 地 東京都千代田区内神田３-３-５ 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役  大川 勝 ・ 五味 隆介 

（４） 事 業 内 容 再生医療等に関する研究・開発事業  

（５） 資 本 金 12 百万円（平成 24 年８月 31 日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 平成 23 年９月９日 

（７） 
大 株 主 及 び 持 株 比 率

（平成 25年 5月 31 日現在）

大川 勝 50％ 

五味 隆介 50％ 

（８） 
上 場 会 社 と

当 該 会 社 と の 関 係

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべ

き資本関係はありません。また、当社

の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆す

べき資本関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべ

き人的関係はありません。また、当社

の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆す

べき人的関係はありません。 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべ

き取引関係はありません。また、当社

の関係者及び関係会社と当該会社の
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関係者及び関係会社の間には、特筆す

べき取引関係はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該

当しません。また、当該会社の関係者

及び関係会社は、当社の関連当事者に

は該当しません。 

（９） 
当 該 会 社 の

経 営 成 績 及 び 財 政 状 態

決算期 平成 24 年８月期 

純 資 産  10 百万円 

総 資 産  11 百万円 

売 上 高  16 百万円 

当 期 純 利 益 ▲2百万円 

 

４．日程 

（１） 取締役会 平成25年６月６日 

（２） 業務提携契約締結 平成25年６月６日 

 

５．契約期間 

 本契約の有効期間は、契約締結日から１年とします。 

 期間満了の１ヵ月前までに、いずれか一方から契約期間の延長をしない旨を書面で通知

しない場合、契約内容は自動的に１年更新され、以後も同様とします。 

 

６．今後の見通し 

 今回の業務提携契約の平成25年７月期の連結業績に与える影響は軽微であり、平成24年

12月６日に公表した当期連結業績への修正はございません。 

 

以 上 


